
東
洲
斎
写
楽
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

関
係
の
研
究
書
も
膨
大
で
あ
る
。
写
楽
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
「
写
楽
は

誰
か
」
と
い
う
こ
と
点
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
素
姓
が
明
ら
か
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
誰
も
見
向
き
も
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
さ

え
出
る
程
で
あ
る
。
最
近
の
動
向
で
は
、
能
役
者
の
斎
藤
十
郎
兵
衛
に
落
着

き
そ
う
な
気
配
も
あ
り
、
謎
解
き
の
興
味
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
か
も
知
れ

ず
、
写
楽
研
究
の
危
機
が
訪
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
作
品
そ
の

も
の
の
価
値
に
つ
い
て
は
決
し
て
評
価
が
下
が
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
言

う
ま
で
も
な
い
。
写
楽
の
正
体
探
し
に
誰
も
が
躍
起
に
な
っ
て
い
る
な
か
、

そ
の
作
品
そ
の
も
の
の
研
究
は
、
意
外
と
遅
れ
て
い
る
。
筆
者
に
と
っ
て
は
、

こ
の
事
実
の
方
が
、
む
し
ろ
「
写
楽
の
謎
」
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
歌
舞
伎
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
が
あ
る
の
か
。
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
く
、
写
楽
の
作
品
の
ほ
と

ん
ど
は
「
役
者
絵
」
と
呼
ば
れ
る
歌
舞
伎
役
者
や
歌
舞
伎
舞
台
を
描
い
た
ジ

ャ
ン
ル
の
も
の
で
あ
る
。

概
し
て
、
役
者
絵
は
、
浮
世
絵
全
体
の
点
数
か
ら
み
て
、
六
・
七
割
を
占

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

ｌ
写
楽
の
活
動
を
探
る
Ｉ

め
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
浮
世
絵
研
究
の
中
で
、
「
役
者
絵
」

の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
事
実
が
、
そ
の
ま
ま
写
楽
の
作
品

研
究
の
遅
れ
と
連
動
し
て
い
る
。

役
者
絵
で
あ
れ
ば
、
な
に
か
の
演
目
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
作
品

に
ど
の
配
役
の
役
者
が
描
か
れ
て
い
て
、
い
つ
ど
こ
で
上
演
さ
れ
た
演
目
の

ど
の
場
面
な
の
か
を
考
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
吉
田
暎
二
氏
や
鈴

木
重
三
氏
の
ほ
か
、
諏
訪
春
雄
氏
の
考
証
を
経
て
、
ほ
ぼ
確
定
し
て
き
て
き

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
写
楽
の
作
品
で
は
、
役
者
名
は
そ
の
紋
と
似
顔
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
問
題
な
く
判
別
で
き
、
今
後
の
考
証
結
果
の
ユ
レ
は
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
画
中
に
は
、
い
っ
さ
い
役
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
役
名
に
は
諸

説
の
存
在
し
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
話
題
に
上
る

こ
と
が
少
な
か
っ
た
点
、
こ
れ
も
作
品
研
究
の
遅
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
も

う
一
つ
、
ま
っ
た
く
取
上
げ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
も
の
に
「
い
つ
」
上
演
さ

れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
歌
舞
伎
研
究
の
立
場
か
ら
、
写
楽
の
時
代
の
歌
舞
伎
上
演
記

録
が
、
正
し
く
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
追
究
し
て
み
た
い
と
思

赤
間
亮

一
一
一
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こ
の
年
、
五
月
興
行
は
、
初
春
興
行
か
ら
の
継
続
を
標
傍
し
て
い
る
。
直

接
、
写
楽
作
品
に
絡
む
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
た
め
、
初
春
興
行
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

最
初
に
『
歌
舞
伎
年
表
』
の
当
該
部
分
を
掲
出
し
、
枠
で
囲
う
。
な
お
、

引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
す
べ
て
新
字
体
に
し
た
。
配
役
そ
の
他
の
情
報
に
つ

い
て
は
最
小
限
と
し
た
。

写
楽
は
、
寛
政
六
年
度
か
ら
七
年
春
に
か
け
て
江
戸
三
座
（
こ
の
年
は
、

都
・
桐
・
河
原
崎
、
三
座
と
も
仮
櫓
）
の
歌
舞
伎
を
題
材
に
作
品
を
発
表
し

て
い
る
。
一
般
に
、
寛
政
六
年
五
月
か
ら
寛
政
七
年
正
月
狂
言
ま
で
を
描
い

て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
上
演
月
の
根
拠
は
、
伊
原
敏
郎
著
『
歌

舞
伎
年
表
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
そ

れ
ぞ
れ
の
興
行
に
つ
い
て
、
『
歌
舞
伎
年
表
』
の
記
録
を
再
検
討
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
く
。
資
料
は
、
各
種
番
付
と
音
曲
正
本
な
ど
の
上
演
資
料
。
さ

ら
に
、
年
代
記
類
に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
、
ま
だ
絵
本
番
付
に
は
、

初
日
の
表
記
が
な
く
、
上
演
月
日
の
根
拠
に
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
断
わ
っ
て
お

ノ
恩
、
０

う
。
こ
れ
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
写
楽
の
活
動
期
を
再
検
討
す
る
と
い
う
重
大

な
問
題
と
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
。

｜
、
寛
政
六
年
春
興
行

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

Ｉ
都
座

さ
て
、
こ
の
年
か
ら
仮
櫓
と
し
て
都
座
が
興
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

正
月
に
は
初
日
が
出
ず
、
二
月
に
入
る
。

①
初
日
は
、
辻
・
役
割
番
付
と
も
に
二
月
一
日
で
異
同
は
な
い
が
、
大
名

題
に
『
年
表
』
の
場
合
混
乱
が
あ
る
。
「
初
曙
文
禄
曽
我
」
は
、
上
演
資
料

類
に
こ
の
外
題
を
見
出
す
こ
と
は
で
な
い
も
の
で
あ
り
、
次
の
五
月
興
行
と

混
同
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
無
視
し
て
よ
い
。
そ
れ
で
は
、
「
初
曙
顔
見
世

曽
我
」
な
の
か
「
初
曙
観
曽
我
」
な
の
か
。
辻
・
役
割
・
絵
本
と
も
後
者
で

あ
る
。
「
初
曙
観
曽
我
」
を
採
用
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
初
曙
顔
見
世
曽
我
」

の
出
典
は
、
写
本
で
伝
わ
る
「
続
名
声
戯
場
談
話
」
で
あ
ろ
う
。

一
番
目
四
立
目
に
は
、
『
年
表
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、
「
月
の
鏡
」
と
い

う
め
り
や
す
が
出
て
い
る
（
正
本
）
。
続
い
て
、
一
番
目
五
立
目
「
浜
千
鳥

色
菊
蝶
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
六
文
字
と
な
る
。
番
付
類
に
よ
れ
ば
「
浜

衞
色
菊
蝶
」
が
正
し
い
。

①
二
月
一
日
、
都
座
、
「
初
曙
顔
見
（
観
）
世
曽
我
」
（
「
初
曙
文
禄
曽
我
」
）
。

浄
る
り
「
浜
千
鳥
（
衛
）
色
菊
蝶
」
。
富
本
豊
前
太
夫
。

二
番
目
、
二
日
替
り
。
初
日
、
小
い
な
半
兵
衛
「
侠
容
形
近
江
八
景
」
。
後
日
、

小
菊
半
兵
衛
「
達
模
様
吾
妻
八
景
」
。

の
三
月
三
日
よ
り
、
都
座
、
第
三
番
目
、
草
履
打
出
る
。

①
三
月
廿
三
日
よ
り
、
第
三
番
目
四
幕
。
「
五
人
男
」
。
大
川
屋
足
揃
の
段
。
石

原
門
兵
衛
ノ
段
。
油
堀
雁
金
屋
の
段
。
藤
の
棚
捕
物
ノ
段
。

④
都
座
百
六
十
三
年
の
寿
「
都
の
錦
」
。
と
み
本
豊
前
太
夫
門
弟
不
残
出
勤
。

二
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二
番
目
は
、
二
日
替
り
の
興
行
方
式
を
と
り
、
初
日
後
日
で
別
演
目
が
出

る
。
二
番
目
の
辻
番
付
口
上
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
櫓
下
番
付
（
大
名
題
が

入
っ
た
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
辻
番
付
）
の
後
に
、
二
番
目
だ
け
独
立
し

て
辻
番
付
を
出
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

の
三
月
三
日
に
な
り
、
同
じ
大
名
題
（
つ
ま
り
興
行
名
）
の
も
と
、
第
三

番
目
「
草
履
打
の
段
」
が
追
加
さ
れ
る
。
役
割
番
付
に
は
、
こ
の
三
月
三
日

の
幕
の
追
加
を
知
る
手
立
て
が
な
い
。
辻
番
付
に
の
み
「
三
日
よ
り
」
と
の

表
記
が
あ
り
、
口
上
に
は
、
「
当
節
句
よ
り
右
狂
言
一
ば
ん
め
二
番
目
一
日

替
り
不
残
仕
其
上
草
履
打
之
狂
言
一
幕
差
添
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
節
句
つ

ま
り
三
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
二
月
か
ら
の
幕
も
そ
れ
ほ

ど
抜
か
れ
ず
に
一
幕
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
年
表
』
の
記
事
に
、

錯
誤
は
な
い
。

③
三
月
二
十
三
日
に
な
り
、
三
番
目
に
四
幕
が
追
加
さ
れ
る
。
や
は
り
役

割
・
絵
本
番
付
か
ら
は
、
こ
の
動
向
は
探
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
「
廿
三

日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
四
月
二
十
三
日
の
可
能

性
も
残
る
わ
け
で
あ
る
が
、
仮
に
『
年
表
』
に
従
っ
て
お
く
。

し
か
し
、
『
年
表
』
に
は
場
名
に
誤
植
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
大
川
屋
足

揃
」
は
「
大
門
屋
足
揃
」
、
「
石
原
門
兵
衛
」
は
「
石
原
町
兵
衛
」
、
「
藤
の
棚

捕
物
」
は
「
藤
の
棚
捕
者
」
が
正
し
い
。
ま
た
、
「
五
人
男
」
は
ゴ
チ
ッ
ク

表
記
に
な
っ
て
い
る
が
、
演
目
名
で
は
な
く
、
内
容
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ

る
。
『
年
表
』
の
外
題
に
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
外
題
表
記
化
さ
れ
た
も
の
が

あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
三
番
目
序
幕
に
は
「
五
人
男
か
け
合
つ

ら
ね
」
が
出
て
い
る
。

桐
座
は
、
す
で
に
天
明
期
に
一
度
興
行
し
て
い
る
が
、
一
旦
、
本
櫓
の
市

村
座
に
戻
っ
て
、
や
は
り
こ
の
年
度
か
ら
再
興
し
て
い
る
。

の
正
月
十
一
日
と
『
年
表
』
に
あ
り
、
し
か
も
、
辻
・
役
割
番
付
と
も
「
正

月
十
一
日
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
日
付
は
正
し
く
な
い
。
役
割
番
付
の

中
に
「
正
月
廿
五
日
」
と
記
す
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
追
加
幕
の
時
に
出

た
役
割
番
付
で
あ
る
。
し
か
し
、
役
割
番
付
の
日
付
は
、
追
加
幕
の
日
付
に

逐
一
対
応
し
て
は
い
か
ず
、
基
本
的
に
こ
の
興
行
（
大
名
題
）
の
初
日
を
記

Ⅱ
桐
座

側
四
月
に
な
る
と
都
座
創
立
百
六
十
三
年
の
寿
興
行
が
行
な
わ
れ
る
。
久

し
ぶ
り
の
再
興
で
あ
る
の
で
、
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
付
は
、
辻
番

付
口
上
に
「
十
二
日
よ
り
日
数
十
五
日
の
間
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
同

じ
口
上
に
は
、
「
春
狂
言
意
二
叶
第
三
番
目
大
切
迄
日
二
増
御
評
判
二
預
リ
」

と
あ
る
か
ら
、
三
番
目
が
出
た
三
月
以
降
の
可
能
性
が
高
く
、
「
大
切
」
と

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
四
月
十
二
日
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
外
題
は
、
辻

番
付
に
よ
れ
ば
「
寿
都
錦
」
が
正
し
い
。

坂
ノ
場
。

の
正
月
十
一
日
、
桐
座
、
「
舞
台
花
若
栄
曽
我
」
四
ば
ん
つ
塾
き
。

②
二
月
九
日
よ
り
、
桐
座
、
二
番
目
中
ま
く
。

㈹
三
月
十
五
日
よ
り
、
大
詰
、
「
晶
曳
花
鐘
入
」
。
富
三
郎
「
道
成
寺
」
大
出
来
。

①
四
月
八
日
よ
り
、
桐
座
、
三
番
目
。
大
阪
生
玉
ノ
場
。
重
井
筒
ノ
場
。
勝
曼

⑥
三
月
三
日
よ
り
、
桐
座
、
二
番
目
。

二
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す
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
辻
・
役
割
番
付
と
も
に
十
一
日
初
日
の
予
定
で

製
作
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
、
初
日
は
二
十
五
日
ま
で
延
引
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
当
の
初
日
が
、
追
加
幕
の
時
に
出
た
番
付
に
残
っ
た

の
で
あ
る
。

大
名
題
の
表
記
に
間
違
い
は
な
い
。
な
お
、
場
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
番

目
に
所
作
事
「
常
磐
津
方
挟
弾
初
」
（
常
磐
津
）
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
絵
本
番
付
等
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
歌
舞
妓
年
代
記
」
に
よ
れ
ば
一

番
目
五
立
目
に
は
「
対
面
織
物
尽
の
つ
ら
ね
」
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

の
「
九
日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
が
対
応
す
る
。
番
付
に
は
そ
の
他
場
名

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
「
大
三
う
ら
や
の
段
」
「
あ
げ
や
町
茶
の
湯
の
段
」
「
中

た
ん
ぼ
や
み
じ
あ
い
の
段
」
の
三
幕
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
こ
れ
も
「
三
月
三
日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
が
対
応
す
る
が
、
こ
こ
に
は
、

二
番
目
新
狂
言
と
あ
り
、
の
が
二
月
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
辻
番
付
に
よ
り
「
新
清
水
花
見
の
だ
ん
」
「
向
島
中
田
屋
の
だ
ん
」

の
場
名
が
わ
か
る
。

仰
こ
れ
は
辻
・
役
割
番
付
両
方
に
記
載
が
あ
る
。
日
付
は
、
辻
番
付
の
「
十

五
日
よ
り
」
、
同
じ
く
口
上
に
あ
る
「
二
ば
ん
め
切
狂
言
」
か
ら
は
、
⑥
以

降
の
十
五
日
、
つ
ま
り
三
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
を
ほ
ぼ
確
定
づ
け
る
。
音

曲
表
記
は
な
い
が
、
長
唄
で
あ
る
こ
と
は
読
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
辻
番
付

上
に
あ
る
豊
竹
要
太
夫
は
、
道
行
部
分
を
指
す
。
な
お
、
『
近
世
邦
楽
年
表
』

で
は
、
一
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
所
作
題
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
役
割
番
付
の
日
付
が
そ
う
な
っ
て
い
る
か
ら
で
、
実
際
に
こ
の
所
作
事
が

出
た
日
付
で
は
な
い
の
は
、
の
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

①
こ
れ
も
「
八
日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
に
よ
る
。
第
三
番
目
新
狂
言
で

あ
る
か
ら
、
側
よ
り
は
後
、
つ
ま
り
四
月
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
場
名
表
記

は
次
が
正
し
い
。
「
大
坂
生
玉
の
だ
ん
、
勝
曼
坂
の
だ
ん
、
か
さ
ね
井
筒
の

だ
ん
」
。

河
原
崎
座
は
、
享
保
二
十
年
に
初
め
て
仮
櫓
と
し
て
姿
を
現
わ
し
、
寛
政

期
は
す
で
に
三
年
度
か
ら
興
行
を
続
け
て
い
る
。

①
正
月
興
行
は
、
日
付
が
大
き
く
ず
れ
て
い
る
。
辻
番
付
と
「
続
名
声
戯
場

談
話
」
に
は
「
十
三
日
よ
り
」
と
あ
る
。
単
に
十
の
文
字
が
欠
落
し
た
『
年

表
』
の
誤
植
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
現
存
唯
一
の
役
割
番
付
に
よ
れ
ば

「
二
月
六
日
よ
り
」
と
な
る
。
こ
れ
は
、
桐
座
と
同
じ
理
由
で
、
お
そ
ら
く

は
「
十
三
日
よ
り
」
と
す
る
役
割
番
付
も
出
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
初
日
延

引
し
、
月
が
変
わ
っ
て
六
日
に
な
り
、
そ
の
痕
跡
を
残
し
た
の
が
役
割
番
付

だ
け
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
辻
・
役
割
番
付
に
よ
り
「
四
番
続
」

で
あ
る
。

Ⅲ
河
原
崎
座

の
正
月
三
日
、
河
原
崎
座
、
「
御
曳
花
愛
敬
曽
我
」
。

②
三
月
三
日
よ
り
、
河
原
崎
座
、
二
番
目
、
中
幕
。
浄
る
り
「
色
雄
子
浮
名
夜

桜
」
。
常
わ
づ
文
字
太
夫
連
中
。

お
は
な
半
七
道
行
の
段
。
京
橋
よ
り
品
川
ま
で
の
引
道
具
、
三
段
返
し
大
評
判
。

③
四
月
二
日
よ
り
、
河
原
崎
座
、
三
幕
。
浅
草
の
段
。
三
囲
の
段
。
隅
田
川
の

段
。
浄
る
り
「
色
垣
衣
娘
俗
」
。
常
わ
づ
文
字
太
夫
。

一

一

九



の
続
い
て
、
こ
の
記
録
は
、
「
三
日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
に
よ
っ
て
い
る
。

辻
番
付
に
は
「
第
二
は
ん
め
三
幕
」
「
両
国
柳
橋
の
段
、
太
刀
売
刀
屋
の
段
、

道
行
浄
瑠
理
の
段
」
と
あ
る
。
『
年
表
』
に
「
中
幕
」
と
あ
る
の
は
、
「
続
名

声
戯
場
談
話
」
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
「
三
幕
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

浄
瑠
璃
に
は
誤
り
は
な
い
。

③
相
応
す
る
辻
番
付
口
上
に
「
四
月
二
日
よ
り
」
と
み
え
、
月
日
が
確
定
し

て
い
る
。
場
名
は
次
の
通
り
。
「
浅
草
二
十
軒
の
段
、
三
園
土
手
の
段
、
角

田
川
浄
瑠
璃
の
段
」
。
浄
瑠
璃
名
題
は
「
色
垣
衣
娘
筈
」
が
正
し
い
。
『
邦
楽

年
表
』
で
は
、
「
四
月
八
日
」
と
も
記
さ
れ
る
が
、
根
拠
不
明
。

Ｉ
都
座

に
な
る
。

⑪
日
付
と
し
て
は
「
五
月
五
日
よ
り
」
（
辻
・
役
割
）
で
あ
り
、
「
七
幕
続
」

で
あ
る
こ
と
を
追
加
す
る
。
問
題
は
、
こ
の
狂
言
が
「
初
曙
後
日
狂
言
」
と

の
五
月
五
日
、
都
座
、
「
花
菖
蒲
文
禄
曽
我
」
。
故
半
五
郎
十
三
回
忌
追
善
の
口

上
。の

堺
町
葺
屋
町
両
座
共
に
「
曽
我
祭
」
。

五
月
、
都
座
及
び
桐
座
に
て
「
曽
我
祭
」
、

さ
て
こ
こ
か
ら
が
、
写
楽
の
作
品
と
直
接
関
わ
り
も
持
つ
と
さ
れ
る
演
目

二
、
寛
政
六
年
五
月
興
行

の
辻
番
付
「
五
日
よ
り
」
、
役
割
番
付
「
五
月
八
日
よ
り
」
と
あ
り
、
「
八

日
」
を
採
る
。
辻
に
「
わ
か
や
ぎ
曽
我
続
き
や
う
げ
ん
全
部
十
一
幕
」
と
あ

り
、
役
割
番
付
を
み
る
と
大
名
題
に
「
舞
台
花
若
栄
曽
我
四
番
続
」
が
残

っ
て
い
る
。
辻
番
付
の
幕
名
は
「
鞠
掛
の
段
、
鶴
賀
岡
の
段
、
固
瀬
村
の
段
、

浄
瑠
璃
の
段
、
仮
宅
の
段
」
と
五
幕
し
か
な
い
の
に
、
十
一
幕
と
あ
る
理
由

は
、
役
割
を
み
れ
ば
わ
か
る
。
こ
の
五
幕
に
続
い
て
、
「
第
六
裾
野
の
段
、

第
七
月
本
邸
の
段
、
第
八
敵
討
の
段
、
第
九
船
繋
松
の
段
、
第
十

旅
籠
屋
の
段
、
第
十
一
曽
我
勧
請
の
段
」
。
「
敵
討
乗
合
噺
」
と
は
、
角
書

の
「
佐
々
木
岸
柳
志
賀
大
七
」
と
、
曽
我
の
敵
討
を
乗
合
せ
た
狂
言
と
の

Ⅱ
桐
座

う
た
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
口
上
に
も
あ
る
よ
う
に
「
初
曙
後
日
曽
我
と

仕
亀
山
敵
討
ヲ
新
狂
言
二
取
組
」
ん
だ
も
の
で
、
春
の
曽
我
狂
言
か
ら
形
式

の
上
で
は
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
、
江
戸
歌
舞
伎
の
常
套
手
段
で

あ
る
。
本
稿
が
春
狂
言
か
ら
始
め
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

六
幕
目
に
所
作
事
「
や
ど
り
車
」
が
出
て
い
た
こ
と
が
正
本
か
ら
わ
か
る
。

の
曽
我
祭
に
つ
い
て
は
、
上
演
資
料
は
未
見
。
「
歌
舞
妓
年
代
記
」
等
に
よ

ブ
（
〕
０

の
五
月
五
日
、
桐
座
、
「
敵
討
乗
合
噺
」
。
浄
る
り
「
花
菖
蒲
思
笄
」
。
常
わ
づ

兼
太
夫
。
「
戻
駕
」
の
所
大
出
来
。

②
五
月
廿
七
日
よ
り
、
「
曽
我
祭
」
出
る
。
松
ヶ
枝
踊
、
雀
お
と
り
、
女
夫
お

と
り
、
住
吉
お
と
り
、
角
力
を
と
り
、
其
他
色
々
趣
向
仕
候
。

○



①
辻
番
付
「
五
日
よ
り
」
、
役
割
番
付
「
五
月
五
日
よ
り
」
。
番
付
カ
タ
リ
に

は
、
「
曽
我
後
日
栄
」
と
あ
り
、
曽
我
の
続
狂
言
で
あ
る
こ
と
を
う
た
う
。
「
十

三
幕
」
で
あ
る
。
口
上
に
は
、
「
十
段
目
双
六
の
段
迄
」
と
。
「
切
狂
言
」
と

は
、
「
続
名
声
戯
場
談
話
」
に
あ
り
、
切
狂
言
の
な
か
で
四
段
目
口
の
道
行

の
場
が
、
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
常
磐
津
文
字
太
夫
の
出
演
。

五
月
廿
七
日
か
ら
は
、
「
曽
我
ま
つ
り
」
（
辻
番
付
）
が
出
て
い
る
が
、
『
年

表
』
上
に
は
見
出
せ
な
い
。
番
組
は
「
榊
、
太
鼓
、
猿
田
彦
、
獅
子
、
花
出

し
、
花
笠
け
い
ご
、
ぎ
を
ん
ば
や
し
、
俄
、
す
武
め
お
ど
り
、
女
形
四
季
花

踊
、
惣
お
ど
り
、
四
神
、
御
神
輿
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
年
は
、
三
座

と
も
曽
我
祭
を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

意
で
あ
る
。
た
だ
し
、
絵
本
番
付
に
は
、
仮
宅
の
段
以
降
は
な
い
。
浄
瑠
璃

は
、
一
番
目
大
詰
（
辻
・
役
割
）
。

の
辻
番
付
に
「
廿
七
日
よ
り
」
、
名
題
は
「
若
栄
曽
我
ま
つ
り
」
と
あ
る
。

番
組
は
、
文
字
表
記
以
外
に
誤
り
は
な
い
。

Ｉ
都
座

Ⅲ
河
原
崎
座

の
五
月
五
日
、
河
原
崎
座
、
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
。
切
狂
言
「
義
経
千
本
桜
」

四
ノ
ロ
切
。
浄
る
り
「
時
鳥
花
有
里
」
。
常
わ
づ
。

の
七
月
廿
五
日
、
都
座
、
「
け
い
せ
い
三
本
傘
」
。
浄
る
り
「
鶏
卜
鐘
筐
衣
々
」
。

三
、
寛
政
六
年
秋
興
行

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

①
口
上
に
は
秋
狂
言
と
あ
る
。
「
四
番
続
」
（
辻
・
役
割
）
。
正
本
に
よ
り
一

番
目
三
立
目
「
雲
井
の
雁
」
（
長
唄
）
、
一
番
目
六
立
目
に
「
下
紐
」
（
め
り

や
す
）
、
「
相
の
山
」
（
長
唄
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
追
加
で
き
、
浄
瑠

璃
名
題
は
「
鶏
鐘
筐
衣
々
」
が
正
し
く
、
正
本
に
よ
り
「
二
番
目
大
切
」
と

な
る
が
、
絵
本
番
付
に
よ
れ
ば
、
一
番
目
六
立
目
の
位
置
に
あ
る
。

の
「
十
七
日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
に
よ
る
。
辻
番
付
に
は
場
名
表
記
は

な
く
、
『
年
表
』
に
訂
正
部
分
は
な
い
。

側
こ
の
台
本
の
二
幕
は
、
い
つ
の
段
階
で
追
加
さ
れ
た
幕
か
は
不
明
で
あ

ブ
（
》
０

Ⅱ
桐
座

仙
辻
番
付
は
夏
興
行
に
多
く
あ
る
、
役
割
番
付
の
板
木
を
上
下
に
組
合
せ

富
本
豊
前
太
夫
。

の
八
月
十
七
日
よ
り
、
都
座
、
二
番
目
。

③
台
本
に
「
け
い
せ
い
三
本
傘
」
。
二
番
目
、
二
幕
。

残
狂
言
と
し
て
、
「
姫
小
松
子
日
遊
」

中
」
。
常
わ
づ
芳
太
夫
。

の
八
月
廿
四
日
よ
り
、
切
狂
言
。
粂
太
郎
大
坂
上
り
、
高
麗
蔵
他
座
へ
勤
候
名

三
段
め
口
切
。

二
番
目
、
大
切
「
四
方
錦
故
郷
旅
路
」
。
二
番
目
、
大
詰
、
浄
る
り
「
月
眉
恋
最

の
八
月
十
五
（
廿
）
日
よ
り
、
桐
座
、
一
番
目
「
神
霊
矢
口
渡
」
二
段
メ
ロ
切

一
一
一
一



た
縦
形
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
辻
と
役
割
で
、
同
じ
板
木
を
使
っ
て
い

る
。
辻
番
付
の
段
階
で
、
「
八
月
十
五
日
よ
り
」
と
枠
外
に
あ
り
、
奥
付
部

分
に
は
「
八
月
」
と
の
み
あ
っ
た
も
の
が
、
役
割
番
付
と
し
て
利
用
さ
れ
た

時
に
は
、
枠
外
は
な
く
な
り
奥
付
の
初
日
表
記
が
「
八
月
十
五
日
よ
り
」
に

な
っ
て
い
る
。
『
年
表
』
の
括
弧
内
の
廿
日
の
出
典
は
「
年
代
記
」
の
例
が

あ
る
。
番
付
の
口
上
に
は
、
「
初
日
延
引
仕
候
」
と
の
断
わ
り
が
あ
る
よ
う

に
、
興
行
上
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
二
十
日
が
正
し
い

の
か
も
知
れ
な
い
。

二
番
目
の
「
四
方
錦
故
郷
旅
路
」
は
二
番
目
名
題
で
あ
る
の
で
、
「
大
切
」

は
不
要
。
「
全
部
三
冊
」
と
、
続
狂
言
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
浄
瑠
璃
に
は

訂
正
個
所
は
な
い
。

こ
の
興
行
は
、
特
殊
な
狂
言
立
て
を
と
っ
て
い
る
。
一
番
目
の
「
矢
口
渡
」

は
、
大
名
題
相
当
で
は
な
く
、
二
番
目
の
「
四
方
錦
故
郷
旅
路
全
部
三
冊
」

が
大
名
題
続
狂
言
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
一
番
目
が
あ
る
の
に
二
番
目
が
大

名
題
と
な
る
の
は
、
極
め
て
珍
し
い
。
浄
瑠
璃
は
、
大
名
題
の
狂
言
の
最
後

な
の
で
二
番
目
大
切
と
な
ら
ず
に
二
番
目
大
詰
と
な
る
。
き
ち
ん
と
原
則
が

守
ら
れ
て
い
る
。
興
行
用
語
は
、
江
戸
期
に
は
予
想
以
上
に
正
確
に
使
わ
れ

て
お
り
、
用
語
に
よ
り
、
興
行
実
態
が
推
察
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ

②
『
年
表
』
は
こ
の
興
行
に
あ
た
る
辻
番
付
に
は
「
廿
四
日
よ
り
」
と
の

み
あ
る
た
め
、
八
月
と
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
口
上
を
読
む
と
「
九
月
節
句

よ
り
狂
言
興
行
可
仕
所
段
々
延
引
仕
」
と
あ
る
た
め
、
九
月
が
正
し
い
。
口

上
は
、
八
月
の
狂
言
が
節
句
に
至
っ
た
の
で
、
追
加
の
狂
言
を
出
す
べ
き
と

か
る
０

の
こ
れ
は
、
『
年
表
』
が
一
ヶ
月
誤
っ
て
い
る
。
役
割
番
付
に
は
「
八
月
七

日
よ
り
」
と
あ
り
、
辻
番
付
の
「
七
日
よ
り
」
も
八
月
七
日
の
こ
と
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
『
年
表
』
は
、
例
に
よ
っ
て
「
続
名
声
戯
場
談
話
」
の
誤

り
を
踏
襲
し
た
も
の
。
「
十
三
幕
」
の
続
狂
言
。
場
は
定
か
で
な
い
が
、
「
露

の
色
」
（
め
り
や
す
）
の
正
本
が
残
る
。
浄
瑠
璃
は
、
九
幕
目
。

の
こ
こ
も
側
に
引
き
ず
ら
れ
て
ひ
と
月
の
ズ
レ
が
あ
る
。
辻
番
付
に
「
九

日
よ
り
」
と
あ
る
の
は
、
九
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
二
番
目
二
幕
「
毛
抜

使
者
の
段
、
鳴
神
檀
場
の
段
」
が
追
加
さ
れ
た
。
「
紅
葉
攝
錦
滝
」
は
、
鳴

神
の
段
を
独
立
し
た
名
題
と
し
た
も
の
。

Ｉ
都
座

Ⅲ
河
原
崎
座

こ
ろ
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
九
月
節
句
後
、
休

ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

二
番
目
狂
言
で
あ
る
「
四
方
錦
故
郷
旅
路
」
の
「
第
三
ば
ん
め
切
狂
言
」

と
し
て
名
題
は
「
姫
小
松
子
日
の
遊
」
。
場
名
は
「
島
物
語
の
段
」
で
あ
る
。

①
七
月
七
日
、
河
原
崎
座
、
「
二
本
松
陸
奥
生
長
」
。
浄
る
り
「
桂
川
月
思
出
」
。

常
わ
づ
文
字
太
夫
。

の
八
月
九
日
よ
り
、
河
原
崎
座
、
鰕
蔵
名
残
狂
言
。
二
幕
、
「
紅
葉
禍
錦
滝
」

の
九
月
九
日
、
都
座
、
「
義
経
千
本
桜
」
序
切
よ
り
ニ
ノ
ロ
切
、
道
行
、
狐
場

四
、
寛
政
六
年
九
月
興
行

’
一
一
一
一



こ
の
年
は
、
十
一
月
に
閏
月
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
顔
見
世
興
行
が
三
ヶ

月
に
亙
る
こ
と
に
な
る
。
顔
見
世
興
行
の
い
わ
ゆ
る
辻
（
櫓
下
番
付
）
は
出

①
八
月
か
ら
の
興
行
は
、
九
月
に
毛
抜
・
鳴
神
を
追
加
し
た
が
持
ち
き
れ

ず
、
途
中
で
つ
ぶ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
九
月
二
十
一
日
（
辻
・
役
割
）
と

い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
十
一
幕
」
を
出
し
て

い
る
。
辻
番
付
は
、
辻
・
役
割
共
用
の
縦
型
。

①
辻
番
付
に
よ
れ
ば
初
日
「
九
日
よ
り
」
、
口
上
に
「
九
月
か
わ
り
」
と
あ

り
、
動
か
な
い
。
役
割
番
付
に
四
段
目
口
「
道
行
初
音
旅
」
（
義
太
夫
）
の

名
題
が
載
る
。
切
狂
言
は
絵
本
番
付
に
場
名
が
表
記
さ
れ
、
「
江
の
島
の
段
、

鈴
が
森
の
段
、
花
川
戸
の
段
、
大
川
橋
の
段
」
と
四
幕
で
あ
る
。

Ⅲ
河
原
崎
座

Ⅱ
桐
座

※
桐
座
は
、
こ
の
年
、
九
月
興
行
と
し
て
は
独
立
し
て
い
な
い
た
め
、
『
年

表
』
に
も
興
行
記
録
は
な
い
。

ま
で
。
切
狂
言
「
色
競
比
翼
塚
」
上
中
下
三
幕
。

㈹
九
月
廿
一
日
、
河
原
崎
座
、
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
。

五
、
寛
政
六
年
顔
見
世
興
行

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

の
役
割
に
「
十
一
月
朔
日
」
。
大
名
題
は
六
文
字
と
な
っ
て
お
り
、
誤
り
。

「
閏
誠
子
名
和
歌
誉
」
で
、
「
四
番
続
」
で
あ
る
。
所
作
事
で
は
場
は
不
明

な
が
ら
「
糸
車
」
（
め
り
や
す
）
、
二
立
目
に
「
華
菊
姿
花
鞭
」
（
長
唄
）
が

あ
る
。
富
本
浄
瑠
璃
は
、
一
番
目
四
立
目
（
役
割
）
に
出
た
も
の
。

の
こ
の
狂
言
は
、
閏
月
に
入
っ
て
顔
見
世
興
行
の
ま
ま
大
名
題
を
替
え
た

も
の
で
あ
る
。
立
作
者
は
並
木
五
瓶
で
、
カ
タ
リ
に
「
世
界
は
将
門
後
日

仕
組
は
大
坂
二
替
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
坂
風
の
狂
言
仕
組
で
あ
り
、
続
狂

言
の
表
記
が
な
い
。
江
戸
の
観
客
に
合
わ
ず
、
評
判
は
良
く
な
か
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
『
年
表
』
に
誤
り
は
な
い
。

な
い
が
、
こ
の
年
は
閏
月
の
関
係
で
追
加
幕
の
辻
番
付
が
存
在
す
る
。

Ⅱ
桐
座

Ｉ
都
座

の
十
一
月
一
日
、
都
座
、
顔
見
世
「
閏
訓
子
名
歌
誉
」
。
浄
る
り
「
嶌
宿
梅
恋

初
音
」
富
本
。

②
閏
十
一
月
一
日
よ
り
、
都
座
、
「
花
都
廓
縄
張
」
。

①
十
一
月
朔
日
、
桐
座
、
顔
み
せ
「
男
山
御
江
戸
盤
石
」
四
番
つ
鼻
き
。
一
番

目
、
四
立
目
「
忍
恋
雀
色
時
」
。
常
磐
津
兼
太
夫
。

②
閏
十
一
月
一
日
よ
り
、
桐
座
、
二
番
目
。
山
下
金
作
、
延
着
に
つ
き
此
時
よ

り
出
勤
。

一
一
一
一
一
一



の
役
割
番
付
に
「
朔
日
よ
り
」
を
墨
書
で
「
六
日
」
と
訂
正
し
た
も
の
と
、

「
七
日
よ
り
」
と
あ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
朔
日
の
予
定
が
六
日
に
延
び
、

結
局
、
七
日
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
の
で
触
れ
る
辻
番
付
口
上
に
も
「
去

ル
七
日
よ
り
顔
見
勢
興
行
仕
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
十
一
月
七
日
と
す
る
の

が
正
し
い
。
三
立
目
に
は
市
川
鰕
蔵
自
作
と
い
う
「
し
ば
ら
く
の
つ
ら
ね
」

が
正
本
と
し
て
独
立
し
て
出
て
い
る
。
四
立
目
浄
瑠
璃
の
他
に
、
六
立
目
に

琴
歌
「
小
夜
衣
」
（
長
唄
）
が
あ
る
。

の
「
閏
霜
月
朔
日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
に
よ
る
。
記
録
上
の
誤
り
は
な

Ⅲ
河
原
崎
座

の
二
日
と
い
う
記
録
は
「
続
名
声
戯
場
談
話
」
に
あ
り
、
『
年
表
』
は
こ
こ

か
ら
採
っ
た
も
の
。
現
存
役
割
番
付
で
は
「
朔
日
」
の
み
。
誤
写
の
可
能
性

を
踏
ま
え
て
、
十
一
月
一
日
と
し
て
お
く
。
正
本
に
よ
り
、
三
立
目
に
は
「
折

能
恋
掛
烏
帽
子
」
（
長
唄
）
の
所
作
事
が
あ
る
。
四
立
目
浄
瑠
璃
に
は
錯
誤

は
な
い
。
し
か
し
、
二
番
目
に
は
、
十
一
月
一
日
段
階
で
は
、
浄
瑠
璃
は
出

て
い
な
い
。

月
が
替
り
、
閨
十
一
月
朔
日
に
な
る
と
、
『
年
表
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い

な
い
追
加
幕
が
あ
る
。
辻
番
付
に
は
、
「
朔
日
よ
り
」
と
の
み
あ
る
が
、
「
新

、
０
０

１
Ｖ

の
十
一
月
二
（
一
）
日
、
河
原
崎
座
、
顔
見
世
「
松
貞
婦
女
楠
」
。
一
番
目
四

立
目
「
神
楽
月
祝
の
紅
葉
衣
」
。
常
わ
づ
文
字
太
夫
。
二
番
目
に
、
浄
る
り
、
常

わ
づ
。

狂
言
三
幕
第
弐
ば
ん
め
大
詰
二
取
組
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
閏
十
一
月
か

十
二
月
一
日
の
初
日
で
あ
る
。
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
決
定
は
で
き
な
い
が
、

大
詰
と
の
言
葉
よ
り
、
三
番
目
を
出
す
可
能
性
が
感
じ
取
ら
れ
る
た
め
、
ま

だ
興
行
期
間
を
残
し
て
い
る
と
見
て
、
閏
十
一
月
と
し
て
お
く
。
場
名
は
、

「
田
畑
村
西
行
庵
の
段
、
小
袋
坂
闇
じ
ゃ
い
の
段
、
扇
ヶ
谷
浄
瑠
理
の
段
」

で
あ
る
。
正
本
に
よ
り
、
大
詰
の
序
幕
（
西
行
庵
の
段
）
に
め
り
や
す
「
木

毎
の
い
る
／
、
」
（
長
唄
）
の
あ
る
こ
と
が
判
明
。
辻
番
付
に
は
浄
瑠
璃
「
春

待
猫
妻
乞
」
（
常
磐
津
）
常
磐
津
文
字
太
夫
、
が
見
え
る
。

Ｉ
都
座

①
辻
番
付
「
十
五
日
よ
り
」
、
役
割
「
正
月
十
一
日
よ
り
」
。
春
狂
言
の
場

合
、
役
割
番
付
は
、
お
年
玉
と
し
て
、
年
末
ま
で
に
作
成
さ
れ
、
年
が
明
け

て
か
ら
配
ら
れ
る
も
の
。
従
っ
て
、
制
作
が
最
も
早
く
、
初
日
表
記
は
、
辻

番
付
よ
り
も
早
い
場
合
が
多
い
。
春
興
行
に
限
っ
て
、
辻
番
付
の
方
が
、
役

の
正
月
十
九
日
、
都
座
、
「
江
戸
砂
子
慶
曽
我
」
。
今
様
狂
言
、
浄
る
り
「
冬
謹

廓
水
仙
」
。
富
本
豊
前
太
夫
、
同
延
寿
斎
。

第
二
番
目
、
「
五
大
力
恋
繊
」
。

の
三
月
九
日
よ
り
、
都
座
、
浄
る
り
「
桃
桜
娘
雛
形
」
。
富
本
豊
前
太
夫
。

二
番
目
大
詰
、
「
三
瀬
川
吾
妻
人
形
」
。
二
代
目
菊
之
丞
廿
三
回
忌
追
善
。
男
舞
、

春
駒
、
切
禿
。

六
、
寛
政
七
年
春
興
行

四



割
番
付
よ
り
も
実
際
の
上
演
情
報
と
い
う
面
か
ら
み
て
、
信
頼
性
が
高
い
。

こ
の
場
合
も
、
そ
れ
が
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
『
年
表
』
の
「
十
九
日
」

は
、
出
典
不
明
。
一
応
「
十
五
日
」
初
日
と
し
て
お
く
・
浄
瑠
璃
名
題
は
「
今

様
」
が
角
書
で
「
今
様
冬
謹
廓
水
仙
」
と
す
べ
き
。
絵
本
と
正
本
に
場
表

記
が
あ
り
、
正
本
が
一
番
目
五
立
目
、
絵
本
が
一
番
目
六
立
目
。
仮
に
絵
本

に
従
う
。
二
番
目
名
題
は
、
番
付
等
に
名
題
と
し
て
の
表
記
は
な
く
、
内
容

を
表
示
し
た
も
の
。
た
だ
し
、
二
番
目
中
幕
に
「
五
大
力
」
（
め
り
や
す
）

が
あ
る
。

の
例
に
よ
っ
て
、
続
狂
言
の
曽
我
狂
言
が
追
加
幕
を
出
し
て
い
る
。
辻
番

付
に
は
「
九
日
よ
り
」
と
あ
る
が
、
二
月
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
『
年

表
』
「
続
名
声
戯
場
談
話
」
と
も
三
月
と
し
て
お
り
、
仮
に
三
月
に
従
う
こ

と
と
す
る
。
場
名
は
、
「
浅
草
奥
山
の
段
、
城
木
屋
の
段
」
（
絵
本
）
。
富
本

浄
瑠
璃
は
二
番
目
（
絵
本
に
よ
れ
ば
「
城
木
屋
の
段
」
）
、
二
番
目
大
切
所
作

事
は
長
唄
で
、
細
目
は
、
「
男
舞
、
浦
島
、
春
駒
、
お
や
ま
出
づ
か
ひ
、
切

禿
」
で
あ
る
（
正
本
・
絵
本
）
。

な
お
、
四
月
五
日
か
ら
は
、
曽
我
狂
言
を
離
れ
、
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

が
出
る
。

Ⅱ
桐
座

①
正
月
十
五
（
十
三
日
）
日
、
桐
座
、
「
再
魁
罧
曽
我
」
四
番
つ
鼻
き
。
浄
る

り
「
浪
花
衛
別
壁
」
。
常
わ
づ
兼
太
夫
。

の
二
月
一
日
よ
り
、
桐
座
、
二
番
目
。
洲
崎
汐
浜
ノ
場
。
仲
町
茶
屋
ノ
場
。
屋

根
仕
合
ノ
場
。
浄
る
り
、
お
つ
ま
八
郎
兵
衛
「
八
十
八
夜
恨
鮫
鞘
」
常
わ
づ
兼

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

①
役
割
に
「
十
三
日
」
、
辻
が
「
十
五
日
」
で
あ
る
。
前
述
の
事
情
が
こ
こ

で
も
当
て
は
ま
る
。
浄
瑠
璃
は
、
一
番
目
四
立
目
。
六
立
目
に
「
対
面
の
つ

ら
ね
」
が
あ
る
。

の
辻
番
付
に
「
二
月
朔
日
よ
り
」
。
場
名
は
「
洲
崎
塩
浜
の
段
、
仲
町
茶
屋

の
段
、
家
根
仕
合
の
段
」
と
小
異
。
浄
瑠
璃
は
、
「
二
番
目
中
幕
」
。

⑥
「
十
三
日
よ
り
」
と
あ
る
辻
番
付
に
よ
る
。
「
罧
曽
我
後
日
狂
言
八
百

や
お
七
恋
江
戸
染
」
と
あ
る
。
口
上
に
「
曽
我
物
が
た
り
の
狂
言
並
二
お
妻

八
郎
兵
衛
の
き
や
う
げ
ん
迄
第
壱
ば
ん
め
不
残
仕
後
日
狂
言
を
第
二
ば
ん
め

二
取
組
奉
入
御
覧
二
候
」
と
あ
る
。
場
名
は
、
「
吉
祥
寺
の
段
、
八
百
屋
の

段
、
詮
儀
の
段
、
浄
瑠
璃
の
段
」
。

な
お
、
三
月
十
一
日
か
ら
は
、
別
興
行
の
初
日
が
出
て
い
る
。

Ⅲ
河
原
崎
座

写
楽
は
、
寛
政
七
年
春
狂
言
の
内
、
こ
の
狂
言
の
み
描
い
て
い
な
い
。

太
夫
。

③
二
月
十
三
日
よ
り
曽
我
後
日
「
八
百
屋
お
七
恋
江
戸
染
」
。
浄
る
り
「
筆
茅

針
恋
字
」
。

①
正
月
十
五
日
、
河
原
崎
座
、
「
住
連
錺
吉
例
曽
我
」
。

②
三
月
三
日
よ
り
、
河
原
崎
座
、
二
番
目
出
る
。

③
四
月
十
六
日
よ
り
、
河
原
崎
座
、
二
番
目
「
女
非
人
敵
討
」
。

五



①
現
存
の
辻
番
付
は
す
べ
て
「
十
五
日
よ
り
」
の
上
か
ら
墨
書
で
「
七
」

と
訂
正
を
入
れ
て
あ
る
・
役
割
番
付
は
「
二
月
十
三
日
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

最
初
正
月
十
五
日
の
予
定
が
、
二
月
七
日
ま
で
延
引
し
、
お
そ
ら
く
は
二
月

十
三
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
初
日
が
あ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
続
狂
言
と
し

て
は
「
五
番
続
」
。
五
立
目
に
は
、
め
り
や
す
「
わ
か
れ
雪
」
が
あ
る
。

の
三
月
三
日
の
根
拠
は
や
は
り
「
続
名
声
戯
場
談
話
」
。
こ
れ
に
相
当
す
る

辻
番
付
に
は
、
「
廿
一
日
よ
り
」
と
あ
る
も
の
と
、
墨
書
訂
正
し
て
「
二
日
」

と
し
た
も
の
、
「
七
日
」
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
墨
書
な
の
で
、
後
代
の
書

込
み
の
可
能
性
も
残
る
が
、
少
な
く
と
も
二
月
で
の
二
番
目
追
加
の
予
定
が

三
月
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
場
名
は
「
竜
の
口
仕
置
場
の
段
、

花
川
戸
の
段
」
。

㈹
相
当
す
る
辻
番
付
に
は
「
十
六
日
よ
り
」
と
あ
る
。
四
月
で
問
題
は
な

い
。
し
か
し
、
「
女
非
人
敵
討
」
は
「
年
代
記
」
に
も
記
さ
れ
る
が
、
正
式

な
名
題
で
は
な
く
、
内
容
を
示
し
た
も
の
。
場
名
が
あ
り
、
「
次
郎
右
衛
門

屋
敷
の
段
、
大
按
寺
堤
の
段
」
の
二
幕
で
あ
る
。

な
お
、
五
月
五
日
か
ら
は
、
別
興
行
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
が
始
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
、
座
ご
と
に
年
表
化
し
て
み
る
。
◎
で
一
興
行
が
替
わ

っ
た
こ
と
を
表
す
。

寛
政
六
年
春
～
寛
政
七
年
春
江
戸
歌
震
伎
興
行
年
表

●
都
座
〈
寛
政
六
年
〉

は
つ
あ
附
侭
の
か
お
み
せ
そ
が

２
．
１
。
「
初
曙
観
曽
我
」
四
番
続

つ
省
』
如
過
ｒ
み

・
一
番
目
四
立
目
め
り
や
す
「
月
の
鏡
」
長
唄

富
士
田
新
蔵
、
杵
屋
弥
十
郎

廿
さ
砂
貝
と
り
い
入
〆
Ｌ
負
、
く
負
ｆ
い
う

・
一
番
目
五
立
目
浄
瑠
璃
「
浜
衛
色
菊
蝶
」
富
本
豊
前
太
夫

は
で
す
が
た
お
う
み
ば
っ
け
い

・
初
日
二
番
目
浄
瑠
璃
「
侠
客
形
近
江
八
景
」
富
本
豊
前
太
夫

だ
て
も
よ
う
あ
づ
ｆ
は
っ
け
い

・
後
日
二
番
目
浄
瑠
璃
「
達
模
様
吾
妻
八
景
」
富
本
豊
前
太
夫

「
二
日
め
別
し
て
よ
ろ
し
く
・
宗
十
郎
惣
六
大
当
り
也
」
（
年
代
記
）

３
．
３
・
三
番
目
（
追
幕
）
「
草
履
打
の
段
」

３
．
羽
・
三
番
目
（
追
幕
）
四
幕
「
大
門
屋
足
揃
の
段
、
石
原
町
兵
衛
の
段
、

油
堀
ｒ
金
屋
の
段
、
（
か
へ
し
）
藤
の
棚
捕
者
の
段

・
三
番
目
序
幕
せ
り
ふ
「
五
人
男
か
け
合
つ
ら
ね
」

や
￥
し
巳
永
今
エ
寅
江
”
誤
》
◆
」
心
彩
腰
匹
‐
し
童
■
宙

４
．
，
．
（
寿
）
寿
都
錦
富
本
豊
前
太
夫

※
都
座
百
六
十
三
年
の
寿
。

は
な
あ
や
め
ぷ
ん
ろ
く
そ
が

５
．
５
。
（
初
曙
後
日
狂
言
）
「
花
菖
蒲
文
禄
曽
我
」
七
幕
続

※
故
坂
田
半
五
郎
十
三
回
忌
追
善
の
口
上
。

…

・
六
幕
目
所
作
「
や
ど
り
車
」
長
唄
湖
出
市
五
郎
、
杵
屋
弥
十
郎

５
．
刀
力
・
大
切
（
追
名
題
）
「
（
曽
我
祭
）
」

※
今
年
さ
か
い
町
ふ
き
や
町
両
座
共
に
曽
我
祭
花
や
か
に
て
大
評
判
。

…
…

７
・
西
。
「
け
い
せ
い
三
本
傘
」
四
番
続

く
も
い
か
り

・
一
番
目
三
立
目
琴
唄
「
雲
井
の
雁
」
長
唄

湖
出
市
五
郎
、
杵
屋
弥
十
郎

一
二
一
ハ



〈
寛
政
七
年
〉

え
と
す
な
ど
き
ち
れ
い
そ
が

１
．
画
。
「
江
戸
砂
子
慶
曽
我
」
四
番
続

ｋ
諌
瑳
の
み
熟
姓
已
さ
と
の
’
了
い
廿
宇
ん

・
一
番
目
六
立
目
浄
瑠
璃
「
今
様
冬
謹
廓
水
仙
」

富
本
豊
前
太
夫
、
富
本
延
寿
斎

※
正
本
で
は
五
立
目
。

閏
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1

７
．
あ

987
●●

●

917＃
降

ｎ
．
１

し
た
ひ
も

・
一
番
目
六
立
目
め
り
や
す
「
下
紐
」
長
唄

冨
士
田
新
蔵
、
杵
屋
弥
十
郎

一
め
い
や
↓
訳

・
一
番
目
六
立
目
所
作
「
相
の
山
」
長
唄湖

出
市
五
郎
、
杵
屋
弥
十
郎

と
り
と
か
ね
か
た
み
の
費
あ
黄
あ

・
二
番
目
大
切
浄
瑠
璃
「
鶏
鐘
筐
衣
々
」
富
本
豊
前
太
夫

※
絵
本
に
よ
れ
ば
一
番
目
六
立
目
力

・
二
番
目
（
追
幕
）
二
幕
（
お
花
半
七
）

・
二
番
目
（
追
幕
）

よ
し
つ
論
い
せ
，
化
砿
血
貿
７
周
り

。
「
義
経
千
本
桜
」
序
切
・
二
の
口
切
・
道
行
・
狐
場

み
角
ゆ
き
は
つ
れ
の
た
び

・
四
段
目
口
所
作
「
道
行
初
音
旅
」
義
太
夫
竹
本
頼
母
太
夫

い
ろ
く
ら
べ
ひ
よ
く
づ
か

・
切
狂
言
「
色
競
比
翼
塚
」
上
中
下

江
の
島
の
段
、
鈴
が
森
の
段
、
花
川
戸
の
段
、
大
川
橋
の
段

う
る
お
う
と
し
め
い
か
の
ほ
ま
れ

。
「
閏
諭
子
名
和
歌
誉
」
四
番
続…

．
（
場
不
明
）
め
り
や
す
「
糸
車
」
長
唄

み
ば
ｒ
賢
で
ず
が
た
の
は
な
う
つ
ぼ

．
一
番
目
二
立
目
所
作
「
革
菊
姿
花
叙
」
長
唄

芳
村
伊
三
郎
、
杵
屋
弥
十
郎

ふ
む
う
し
一
？
く
ぬ
畔
９
」
い
の
は
っ
始
韓

・
一
番
目
四
立
目
浄
瑠
璃
「
嶌
宿
梅
恋
初
音
」
富
本
豊
前
太
夫

は
な
の
み
や
↓
」
く
る
’
わ
の
な
み
認
ほ
り

。
「
花
都
廓
縄
張
」

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

戸
院
、
）
●
。
（
〕

戸
隠
叩
）
●
（
）
〔
〕

33
●●

153

ハ
ー
グ
〕
●
（
ｕ
〕

、
パ
）
●
（
胆
〕
〉

４
．
８

１
．
あ

●
桐
座
〈
寛
政
六
年
〉

◎
曇
獣
泡
慧
利
澤
獅
」
四
番
続

た
い
め
ん
心
渭
〃
も
Ｑ
つ
〃
§
し

，
一
番
目
五
立
目
せ
り
ふ
「
対
面
織
物
尽
の
つ
ら
ね
」

と
き
わ
づ
が
た
た
も
と
の
ひ
膚
そ
め

．
（
場
不
明
）
浄
瑠
璃
「
常
磐
津
方
挾
弾
初
」
常
磐
津
兼
太
夫

・
二
番
目
中
幕
（
追
幕
）
大
三
う
ら
や
の
段
、
あ
げ
や
町
茶
の
湯
の

段
、
中
た
ん
ぼ
や
み
じ
あ
い
の
段

・
二
番
目
（
追
幕
）
新
清
水
花
見
の
だ
ん
、
向
島
中
田
屋
の
だ
ん

ひ
け
や
働
け
は
な
の
か
ね
い
り

・
二
番
目
切
狂
言
所
作
「
晶
曳
花
鐘
入
」
長
唄

※
道
行
は
義
太
夫
（
豊
竹
要
太
夫
）
。

・
三
番
目
（
追
幕
）
大
坂
生
玉
の
だ
ん
、
勝
曼
坂
の
だ
ん
、
か
さ
ね

井
筒
の
だ
ん

か
か
費
▽
つ
ら
の
り
や
，
い
ば
な
し

◎
（
若
栄
曽
我
続
き
や
う
げ
ん
）
「
敵
討
乗
合
話
」
十
一
幕

鞠
掛
の
段
、
鶴
賀
岡
の
段
、
固
瀬
村
の
段
、
浄
瑠
璃
の
段
、
仮
宅

の
段

牒
鵠
棲
あ
や
臥
巍
や
も
い
の
か
‐
伽
さ
し

・
一
番
目
大
詰
浄
瑠
璃
「
花
菖
蒲
思
笄
」
常
磐
津
兼
太
夫

ご
垣
い
り
き

・
二
番
目
中
幕
め
り
や
す
「
五
大
力
」
長
唄

芳
村
伊
三
郎
、
杵
屋
弥
十
郎

・
二
番
目
（
追
幕
）
浅
草
奥
山
の
段
、
城
木
屋
の
段

…
；

・
二
番
目
浄
瑠
璃
「
桃
柳
娘
雛
形
」
富
本
豊
前
太
夫

み
つ
せ
が
わ
あ
づ
ま
に
ん
き
ょ
う

・
二
番
目
大
詰
所
作
「
三
瀬
川
吾
妻
人
形
」
長
唄

男
舞
・
浦
し
ま
・
は
る
駒
・
お
や
ま
出
づ
か
ひ
・
き
り
か
む
ろ

芳
村
伊
三
郎
、
杵
屋
弥
十
郎

※
二
代
目
瀬
川
菊
之
丞
二
十
三
回
忌
追
善
。

七



閏
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●

1

〈
寛
政
七
年
〉

に
ど
の
か
回
Ｕ
か
つ
い
八
夢
駐
か

１
・
巧
◎
再
魁
罧
曽
我
四
番
続

！
；

・
一
番
目
四
立
目
浄
瑠
璃
「
浪
花
衛
別
壁
」
常
磐
津
兼
太
夫

た
い
め
ん

・
一
番
目
六
立
目
せ
り
ふ
「
対
面
の
つ
ら
ね
」

２
．
１
・
二
番
目
（
追
幕
）
三
幕

洲
崎
塩
浜
の
段
、
仲
町
茶
屋
の
段
、
家
根
仕
合
の
段

わ
か
れ
じ
も
う
ら
み
の
さ
め
ざ
や

・
二
番
目
中
幕
浄
瑠
璃
「
八
十
八
夜
恨
鮫
鞘
」
常
磐
津
兼
太
夫

や
お
や
し
ち
こ
い
の
え
と
そ
め

２
・
Ｂ
◎
二
番
目
（
罧
曽
我
後
日
狂
言
）
「
八
百
屋
お
七
恋
江
戸
染
」

吉
祥
寺
の
段
、
八
百
屋
の
段
、
詮
儀
の
段
、
浄
瑠
璃
の
段

５
．
７２

９
・
型

８
・
巧

（
加
力
）

11
●

7

わ
か
や
き
そ
が

．
（
追
名
題
）
「
若
栄
曽
我
ま
つ
り
」
松
ヶ
枝
お
ど
り
、
雀
お
ど
り
、

女
夫
お
ど
り
、
住
吉
お
ど
り
、
角
力
お
ど
り

。
（
四
方
錦
故
郷
旅
路
）

し
ふ
れ
い
や
さ
慣
夕
の
わ
た
し

・
一
番
目
名
題
「
神
霊
矢
口
渡
」
二
段
目
口
切
、
三
段
目
口
切

よ
も
の
に
し
き
こ
貞
１
う
の
た
び
じ

・
二
番
目
大
名
題
「
四
方
錦
故
郷
旅
路
」
三
冊

つ
●
唇
の
●
Ｇ
ゆ
こ
い
の
▲
ｐ
唾
か

・
二
番
目
大
詰
浄
瑠
璃
「
月
眉
恋
最
中
」
常
磐
津
芳
太
夫

ひ
め
こ
忠
つ
れ
の
ひ
あ
手
か

・
三
番
目
切
狂
言
（
追
名
題
）
「
姫
小
松
子
日
の
遊
」
島
物
語
の
段

※
「
粂
太
郎
大
坂
上
り
、
高
麗
蔵
他
座
へ
勤
候
名
残
狂
言
」
。

お
と
こ
や
良
お
え
と
の
い
し
ず
え

。
「
男
山
御
江
戸
盤
石
」
四
番
続

・
一
番
目
三
立
目
せ
り
ふ
「
し
ば
ら
く
の
つ
ら
ね
」

し
の
泳
ぐ
」
い
す
ｒ
あ
の
い
入
夕
》
き

，
一
番
目
四
立
目
浄
瑠
璃
「
忍
恋
雀
色
時
」
常
磐
津
兼
太
夫

さ
よ
ど
ろ
も

、
一
番
目
六
立
目
琴
唄
「
小
夜
衣
」
長
唄
湖
出
市
五
郎
、
杵
屋
和
吉

・
二
番
目
（
追
幕
）
二
幕

※
山
下
金
作
、
延
着
に
つ
き
此
時
よ
り
出
勤
。

５
・
刀

５
．
５

４
．
２

ｎ
〕
〕
●
ｎ
〕
〕

８
．
７

3 2
●●

3 6

●
河
原
崎
座
〈
寛
政
六
年
〉

ご
ひ
い
口
の
は
な
あ
い
貞
及
う
そ
が

。
「
御
曳
花
愛
敬
曽
我
」
四
番
続

・
二
番
目
（
追
幕
）
三
幕

両
国
柳
橋
の
段
、
太
刀
売
刀
屋
の
段
、
道
行
浄
瑠
理
の
段

い
る
ｇ
ぎ
す
う
き
な
の
よ
ざ
く
ら

・
二
番
目
浄
瑠
璃
「
色
雄
子
浮
名
夜
桜
」
常
磐
津
文
字
太
夫

・
二
番
目
（
追
幕
）
三
幕

浅
草
二
十
軒
の
段
、
三
園
土
手
の
段
、
角
田
川
浄
瑠
璃
の
段

い
う
し
の
歩
む
ｖ
め
あ
骨
、
ん
と

・
二
番
目
浄
瑠
璃
「
色
垣
衣
娘
筥
」
常
磐
津
文
字
太
夫

こ
い
に
よ
る
缶
唾
う
そ
め
わ
け
か
学
７
な

◎
（
曽
我
後
日
栄
）
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
十
三
幕

！

・
切
狂
言
「
義
経
千
本
桜
」
二
幕
四
段
目
口
切！

．
（
場
不
明
）
浄
瑠
璃
「
風
流
道
行
時
鳥
花
有
里
」
常
磐
津
文
字
太
夫

。
（
追
名
題
）
「
曽
我
ま
つ
り
」

榊
・
太
皷
・
猿
田
彦
・
獅
子
・
花
出
し
．
花
笠
け
い
ご
・
ぎ
を
ん

ば
や
し
・
俄
・
す
茸
め
お
ど
り
・
女
形
四
季
花
踊
・
惣
お
ど
り
・

四
神
・
御
神
輿

Ｋ
ば
ん
良
つ
み
ら
の
く
そ
増
ら

。
「
二
本
松
陸
奥
生
長
」
十
三
幕

つ
ゆ
い
ろ

．
（
場
不
明
）
め
り
や
す
「
露
の
色
」
長
唄
松
永
和
風
、
杵
屋
六
三
郎

か
宮
口
が
わ
つ
口
の
お
も
い
で

・
九
幕
目
浄
瑠
璃
「
桂
川
月
思
出
」
常
磐
津
文
字
太
夫

・
二
番
目
（
追
幕
）
二
幕
毛
抜
使
者
の
段
、
鳴
神
檀
場
の
段

▲
Ｕ
興
咋
肥
手
」
ス
ゾ
勧
蒋
世
Ｆ
Ｌ
画
寅
弩
《
》
穴
や
■
唇

・
二
番
目
（
追
名
題
）
「
紅
葉
襯
錦
滝
」

※
辻
番
付
口
上
に
あ
る
「
鴫
神
檀
場
の
段
」
を
独
立
し
た
名
題
に

し
た
も
の
。

八



※
音
曲
関
係
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
「
正
本
に
よ
る
近
世
邦
楽
年
表
（
稿
）
Ｉ
享
保

か
ら
慶
応
ま
で
ｌ
」
（
「
国
立
音
楽
大
学
音
楽
研
究
所
年
報
」
Ⅱ
集
別
冊
）
参
照
の

｝
」
睡
〆
）
。

※
大
久
保
純
一
著
「
東
洲
斎
写
楽
」
（
新
潮
社
・
平
成
九
年
十
月
）
に
は
、
本
研
究

の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

閏
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●

1

〈
寛
政
七
年
〉

し
め
か
ざ
り
き
も
れ
い
そ
が

２
．
Ｂ
。
「
住
連
飾
吉
例
曽
我
」
五
番
続

・
一
番
目
五
立
目
め
り
や
す
「
わ
か
れ
雪
」
長
唄

松
永
和
風
、
杵
屋
六
三
郎

３
．
７
・
二
番
目
（
追
幕
）
竜
の
口
仕
置
場
の
段
、
花
川
戸
の
段

４
・
胴
・
二
番
目
（
追
幕
）
次
郎
右
衛
門
屋
敷
の
段
、
大
按
寺
堤
の
段

※
年
代
記
に
「
女
非
人
敵
討
」
と
あ
る
。

９
・
幻

。
’
且
●
４
Ⅱ
ユ

ー

か
な
で
ほ
ん
も
今
う
し
ん
く
ら

。
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
十
一
幕

＊
い
つ
峰
鼎
が
女
墨
廻
笹
？
ん
か
千
く
ふ
ｙ
ｍ
ｚ
さ

。
「
松
貞
婦
女
楠
」
四
番
続

お
り
も
よ
し
こ
い
の
か
け
え
ぼ
し

、
一
番
目
三
立
目
所
作
「
折
能
恋
掛
烏
帽
子
」
長
唄

松
永
和
風
、
杵
屋
六
三
郎

・
一
番
目
四
立
目
浄
瑠
璃
「
榊
鶏
扉
梛
紬
鐵
鋪
」
常
磐
津
文
字
太
夫

・
二
番
目
大
詰
（
追
幕
）
三
幕

田
畑
村
西
行
庵
の
段
、
小
袋
坂
闇
じ
ゃ
い
の
段
、
扇
ヶ
谷
浄
瑠
理

の
段

心
戸
弩
》
」
。
〃
』

・
二
番
目
大
詰
序
幕
め
り
や
す
「
木
毎
の
い
ろ
い
ろ
」
長
唄

松
永
和
風
、
杵
屋
六
三
郎

は
ス
ヤ
展
つ
わ
Ｊ
ね
こ
の
つ
弗
い
」
い

・
二
番
目
浄
瑠
璃
「
春
待
猫
妻
乞
」
常
磐
津
文
字
太
夫

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

長
々
と
、
『
歌
舞
伎
年
表
』
の
訂
正
を
し
て
き
た
が
、
写
楽
研
究
に
お
い

て
、
作
品
製
作
の
土
台
と
な
る
演
目
の
上
演
記
録
が
こ
こ
に
よ
う
や
く
整
っ

た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
写
楽
の
活
動
が
月
単
位
か
ら
日
単
位
で
探
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
写
楽
研
究
が
一

歩
で
も
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
写
楽
の
活
動
に
関
す
る
い

く
つ
か
の
現
象
を
取
上
げ
て
、
疑
問
と
仮
説
を
提
出
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
た

い
。

①
六
月
・
七
月
・
九
月
・
十
月
に
は
役
者
絵
を
描
い
て
い
な
い
？

写
楽
は
、
一
般
に
十
ヶ
月
間
の
活
動
期
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
短
期
間
に
役
者
絵
作
品
を
発
表
し
て
い
な
い
休
止
期
間
が
あ
る
（
相
撲
絵

や
武
者
絵
は
月
の
特
定
は
で
き
な
い
）
。
写
楽
の
描
い
た
歌
舞
伎
作
品
は
、

五
月
・
八
月
・
十
一
月
・
閏
十
一
月
・
正
月
の
上
演
演
目
だ
け
を
描
い
て
い

つ
（
》
Ｏ

こ
れ
ま
で
、
河
原
崎
座
は
七
月
七
日
初
日
の
興
行
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

都
座
も
七
月
二
十
五
日
の
初
日
（
実
際
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
が

あ
る
）
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
八
月
興
行
と
言
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
一

つ
目
の
大
き
な
休
止
期
は
六
月
か
ら
七
月
ま
で
の
二
ヶ
月
間
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
芝
居
興
行
も
夏
休
み
で
あ
り
、
こ
の
年
は
、
六
月
の
興
行

は
な
く
、
完
全
休
業
中
で
あ
っ
た
た
め
、
描
く
べ
き
芝
居
が
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
休
業
期
は
、
九
月
か
ら
十
月
ま
で
。
こ
の
期
は
、
芝

七
、
写
楽
の
活
動
に
関
す
る
疑
問
と
仮
説

三

九



居
興
行
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
役
者
絵
が
一
枚
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

十
ヶ
月
間
と
は
い
う
も
の
の
、
実
は
、
四
ヶ
月
間
は
写
楽
自
身
も
絵
師
と
し

て
の
活
動
を
休
止
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
部
分

的
に
諸
氏
に
よ
っ
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
結
論
を
急

が
ず
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

②
寛
政
七
年
春
興
行
の
作
品
数
は
少
な
く
、
河
原
崎
座
の
作
品
が
な
い

寛
政
七
年
の
春
興
行
に
は
、
都
座
に
二
セ
ッ
ト
七
枚
、
桐
座
に
一
セ
ッ
ト

三
枚
の
作
品
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
顔
見
世
興
行
の
時
の
充
実
ぶ
り
と
引

き
替
え
、
貧
弱
で
あ
る
。
特
に
河
原
崎
座
の
作
品
は
一
枚
も
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。『

年
表
』
の
初
日
の
誤
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
河
原
崎
座
は
、

初
日
が
延
引
し
、
二
月
十
三
日
で
あ
る
。
従
っ
て
、
写
楽
は
、
こ
の
初
春
興

行
に
つ
い
て
は
、
河
原
崎
座
の
上
演
情
報
が
入
っ
て
く
る
前
に
役
者
絵
師
と

し
て
の
仕
事
か
ら
離
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
座
・
桐
座
と
も
見
込

み
で
描
い
て
も
可
能
な
場
面
し
か
描
い
て
お
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
寛

政
七
年
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
な
く
、
廃
業
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
に

活
動
期
間
は
せ
ば
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
落
款
に
「
東
洲
斎
」
の
有
無
が
あ
る

周
知
の
如
く
、
落
款
に
は
「
東
洲
斎
」
の
有
無
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
極
め
て
規
則
的
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
第
二
期
ま
で
の
作
品
に
は
す
べ
て
「
東

洲
斎
写
楽
画
」
。
第
三
期
に
河
原
崎
座
の
三
セ
ッ
ト
七
枚
だ
け
が
「
東
洲
斎

写
楽
画
」
。
そ
れ
以
外
は
、
第
四
期
ま
で
す
べ
て
「
写
楽
画
」
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
第
三
期
、
斎
号
の
あ
る
七
枚
は
、
顔
見
世
興
行
に
あ
た
っ
て
、

早
く
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
も
背
景
は
、
無
地

か
浄
瑠
璃
名
題
に
あ
る
紅
葉
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
上
演
前
の
芝
居

制
作
中
、
限
ら
れ
た
情
報
に
よ
り
予
定
稿
と
し
て
描
く
も
の
が
あ
り
、
も
し

内
容
に
変
更
が
あ
っ
て
も
辻
棲
が
あ
う
よ
う
に
暖
昧
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
七
枚
は
ま
さ
し
く
、
そ
の
描
法
で
あ
り
、
早
い
段
階
の
予
定
稿
と
言
え

、
よ
声
つ
Ｏ

桐
座
は
顔
見
世
初
日
が
他
座
に
遅
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
「
写

楽
画
」
落
款
で
あ
る
。
都
座
は
河
原
崎
座
と
同
じ
く
朔
日
初
日
と
考
証
さ
れ

る
が
、
河
原
崎
座
か
ら
取
材
し
始
め
た
た
め
、
す
べ
て
「
写
楽
画
」
落
款
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
、
今
回
、
桐
座
の
初
日
遅
れ

か
ら
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

④
細
判
作
品
の
出
版
期
間
か
ら
活
動
を
探
る

写
楽
作
品
に
は
大
判
・
間
判
・
細
判
が
混
在
し
て
い
る
。
一
般
に
こ
の
時

期
、
芝
居
の
上
演
に
直
結
し
た
役
者
絵
と
し
て
は
細
判
が
基
本
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
の
判
型
は
、
特
注
版
と
み
な
す
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。

写
楽
の
場
合
、
衝
撃
的
な
大
判
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
細
判
を
贋
作

と
み
る
む
き
も
多
い
が
、
仮
に
上
記
の
考
え
方
を
採
っ
た
場
合
、
本
格
的
な

役
者
絵
師
と
し
て
の
活
動
は
、
七
月
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
九
月
十
月

の
休
止
期
を
抜
く
と
、
十
ヶ
月
ど
こ
ろ
か
、
職
業
絵
師
と
し
て
は
、
極
め
て

短
期
間
の
活
動
期
に
な
る
。

ま
た
、
大
判
作
品
は
、
極
め
て
系
統
立
っ
た
編
集
で
あ
る
。
篠
塚
浦
右
衛

門
と
さ
れ
て
い
る
都
座
の
口
上
は
、
五
月
興
行
に
取
材
し
た
大
首
作
品
と
、

八
月
興
行
に
取
材
し
た
全
身
像
作
品
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
、
そ
の
裏

四
○



書
と
し
て
見
え
る
口
上
書
に
「
口
上
自
是
二
番
目
新
板
似
顔
奉
入
御
覧
候
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
歌
舞
伎
の
興
行
慣
習
に
準
え
て
役
者
絵
の
二
番
目
を
続

け
て
出
版
す
る
口
上
で
あ
り
、
実
際
の
芝
居
で
は
、
一
番
目
の
最
後
で
述
べ

ら
れ
る
口
上
で
あ
る
た
め
、
背
景
の
白
雲
英
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
第
一
期

の
最
後
に
置
く
べ
き
も
の
か
も
知
れ
ず
、
大
首
を
一
番
目
、
全
身
像
を
二
番

目
と
し
て
、
連
続
性
の
極
め
て
高
い
作
品
群
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
せ
ざ
る

こ
れ
は
、
第
一
期
大
首
作
品
が
突
発
的
に
五
月
興
行
の
前
に
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
興
行
前
か
興
行
中
の
早
い
段
階
で
の
制
作
と
み
る
可
能
性
を
う
す

く
し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
六
月
。
あ
る
い
は
六
月
後
半
か
ら
七
月

前
半
に
は
準
備
の
始
ま
っ
て
い
る
は
ず
の
盆
狂
言
が
全
く
始
る
気
配
の
な

い
、
そ
の
七
月
に
、
五
月
狂
言
に
取
材
し
た
大
首
絵
を
仕
上
げ
て
「
一
番
目
」

と
し
、
八
月
興
行
は
、
続
け
て
予
定
稿
の
形
で
大
判
作
品
の
製
作
に
か
か
り
、

シ
リ
ー
ズ
と
し
た
。
一
方
で
、
七
月
後
半
か
ら
は
、
本
格
的
に
芝
居
絵
師
と

し
て
の
活
動
を
始
め
、
細
判
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
構
図
が
見

と
な
る
と
八
ス
ポ
ン
サ
ー
の
出
資
に
よ
る
製
作
と
も
さ
れ
る
第
一
期
の
活

動
に
つ
い
て
も
、
五
月
前
半
と
い
う
よ
り
、
五
月
後
半
か
ら
六
月
以
降
と
見

を
得
な
い
。

た
い
が
、
如
何
な
も
の
か
。

え
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。

寛
政
六
年
度
の
江
戸
歌
舞
伎
興
行
記
録

（
あ
か
ま
・
り
ょ
う
本
学
助
教
授
）

四
一


